
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

年
金
制
度
改
革
関
連
法
案
の
質

疑
が
参
議
院
選
挙
後
に
な
り
そ
う

だ
と
い
う
。
新
た
な
国
民
負
担
が

伴
う
の
で
自
民
党
内
か
ら
影
響
を

懸
念
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
法
案
に
は
、
50
代
に
差
し

掛
か
る
就
職
氷
河
期
世
代
（
１
９

７
１
〜
74
年
生
ま
れ
）
の
「
低
年

金
」
救
済
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
厚

生
年
金
の
積
立
金
を
基
礎
年
金
に

振
り
向
け
、
給
付
水
準
を
３
割
底

上
げ
す
る
と
い
う
。

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
大
量
リ

ス
ト
ラ
の
時
代
に
鉢
合
わ
せ
し
、

新
卒
採
用
が
抑
制
さ
れ
て
就
職
難

に
遭
遇
し
た
。
１
９
９
３
〜
２
０

０
５
年
に
新
卒
採
用
を
迎
え
た
人

た
ち
で
あ
る
。

　

ま
た
、
不
安
定
雇
用
と
低
賃
金

労
働
者
を
激
増
さ
せ
た
派
遣
労
働

自
由
化
と
、
解
雇
を
推
進
し
た
産

業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
（
い
ず

れ
も
99
年
）
の
威
力
は
大
き
い
。

推
進
し
た
経
済
界
と
自
民
党
は
、

大
量
に
生
じ
る
低
年
金
者
の
将
来

に
、
し
っ
か
り
責
任
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
青
）

　

講
演
で
堀
達
也
元
知
事
が
、
い

ま
最
も
懸
念
し
て
い
る
の
は「
内
向

き
志
向
で
縮
こ
ま
る
道
庁
」
に
な
っ

て
は
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。財

政
上
の
制
約
か
ら「
無
い
袖
は
振
れ

な
い
」
と
言
っ
た
知
事
が
い
た
が
、

　

道
商
工
連
の
峰
崎
直
樹
会
長
が
主
宰
す
る
「
第
７
回
チ
ャ
ラ
ン
ケ
経
済

セ
ミ
ナ
ー
」が
３
月
５
日
、
札
幌
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

で
開
か
れ
、
道
商
工
連
の
会
員
企
業
を
は
じ
め
自
治
体
関
係
者
な
ど
１
０

０
人
弱
が
参
加
し
た
。今
回
の
講
師
は
元
北
海
道
知
事
の
堀
達
也
氏
（
89
）

で
、北
海
道
庁
の
歴
史
や
国
と
の
関
係
、特
殊
性
に
つ
い
て
説
明
し
、知
事
を

務
め
た
１
９
９
５
年
か
ら
２
０
０
３
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
取
り
組
ん

だ
施
策
の
数
々
に
つ
い
て
解
説
。「
そ
れ
ほ
ど
お
金
を
か
け
な
く
て
も
、
や
る

気
と
知
恵
が
あ
れ
ば
、道
民
や
メ
デ
ィ
ア
も
巻
き
込
み
な
が
ら
大
き
な
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
」と
語
っ
た
。

チ
ャ
ラ
ン
ケ
経
済
セ
ミ
ナ
│
道
庁
は
い
ま
何
を
す
べ
き
か

堀
達
也
元
知
事「
一
歩
前
に
出
る
勇
気
を
」

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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こ
れ
で
は
北
海
道
ら
し
い
先
駆
的

な
政
策
を
打
ち
出
せ
な
い
し
、
新

規
事
業
の
要
求
が
し
に
く
い
雰
囲

気
に
な
る
。職
員
の
政
策
立
案
脳

力
の
低
下
や
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の

低
下
が
起
き
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

と
危
惧
す
る
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

堀
達
也
元
知
事
講
演
の
続
き（
２
・
３
面
）／
25
春
闘
中
小
企
業
情
報（
４
面
）

堀達也元北海道知事

道商工連会員企業や自治体関係者ら 90 人が受講
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人
件
費
削
減
や
綱
紀
粛
正
な
ど

で
職
員
が
萎
縮
し
、
市
町
村
や
民

間
と
の
付
き
合
い
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
。だ
か
ら
、「
ど
う
せ
、
何
も
し

て
く
れ
な
い
」と
、
振
興
局
に
相
談

に
も
こ
な
い
。道
政
が
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
、道
政
記
事
が
新
聞
の
１
面
に

載
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
道
民
に
は

道
庁
が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

堀
知
事
の
時
代
は
、
副
知
事
室

前
の
廊
下
は
「
松
（
待
つ
）の
廊
下
」

と
呼
ば
れ
、
面
談
に
並
ぶ
人
た
ち

が
あ
ふ
れ
て
い
た
し
、
支
庁（
現
振

興
局
）
の
駐
車
場
は
来
客
者
で
い
つ

も
満
杯
だ
っ
た
と
い
う
。

堀
知
事
８
年
間
の
取
り
組
み

　

１
９
９
５
年
、
堀
知
事
は
就
任

後
、
す
ぐ
に
道
政
改
革
に
着
手
し

た
。８
月
に
は
「
道
政
改
革
民
間
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
設
置
し
て
「
21
世
紀

の
自
治
を
担
う
地
方
政
府
を
目
指

す
取
り
組
み
」
を
開
始
し
た
。社
会

人
採
用
試
験
の
導
入
や
民
間
副
知

事
の
登
用
。最
先
端
の
情
報
公
開

条
例
や
全
国
初
の
公
務
員
倫
理
条

例
の
制
定
。外
部
監
査
制
度
、
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
制
度
、副
知
事
の
圏
域
担

当
と
別
枠
の
政
策
主
導
型
予
算
制

度
の
導
入
。外
部
有
識
者
を
座
長

に
し
た
庁
内
職
員
公
募
に
よ
る

「
赤
レ
ン
ガ
・
政
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
立
ち
上
げ
な
ど
を
次
々
に

実
施
し
た
。

　

こ
の
年
の
11
月
に
石
狩
支
庁
の

道
監
査
委
員
事
務
局
で
カ
ラ
出
張

疑
惑
が
発
覚
し
、
や
が
て
事
態
は

全
庁
に
拡
大
し
、
総
額
76
億
円
に

の
ぼ
る「
道
庁
不
正
経
理
」問
題
に

発
展
し
た
。業
務
で
必
要
な
ワ
ー

プ
ロ
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
ま

で
、
課
や
係
な
ど
が
カ
ラ
出
張
な

　

新
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会

計
予
算
案
の
審
議
が
３
月
５

日
、
参
議
院
で
始
ま
り
ま
し
た
。

物
価
高
に
苦
し
む
国
民
の
負
担

を
減
ら
し
、
収
入
を
増
や
す「
家

計
が
第
一
」
の
政
策
実
現
を
目

指
し
ま
す
。党
内
の
作
業
チ
ー

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

ど
で
手
っ
取
り
早
く
捻
出
し
て
い

た
。長
期
に
わ
た
る
習
慣
だ
っ
た
と

い
う
。結
局
、
用
途
が
明
確
に
な
ら

な
か
っ
た
飲
食
費
な
ど
と
思
わ
れ

る
費
用
22
億
円
分
を
、
管
理
職
に

就
い
た
者
が
リ
レ
ー
方
式
で
返
済

し
、
９
年
間
で
完
済
し
た
。同
時

に
、再
発
防
止
の
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
徹
底
し
て
い
る
。

「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」流
行
語

　

97
年
、
堀
知
事
の
本
領
が
ど
ん

ど
ん
発
揮
さ
れ
る
。年
頭
の
あ
い
さ

つ
で
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
導

入
を
表
明
。行
政
が
、決
定
し
た
事

勝
部
賢
志
の
国
会
報
告   「
中
小
の
社
会
保
険
料
負
担
軽
減
を
」

ム
で
予
算
を
精
査
し
、
ム
ダ
を

削
り
、生
活
応
援
の
予
算
へ
の
振

り
替
え
を
求
め
て
い
ま
す
。衆
議

院
で
修
正
を
求
め
た
ガ
ソ
リ
ン
・

軽
油
の
暫
定
税
率
廃
止
、
学
校

給
食
無
償
化
、
高
校
無
償
化
拡

充
、介
護
・
福
祉
、保
育
・
幼
稚

園
の
処
遇
改
善
。新
た
に
正
社

員
を
雇
用
し
た
中
小
企
業
の
社

会
保
険
料
負
担
軽
減
、
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
引
き
上
げ
の

凍
結
な
ど
求
め
て
い
ま
す
。

道商工連協同組合理事長
参議院議員（北海道選挙区）

か
つ
べ
け
ん
じ
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業
を
取
り
や
め
る
の
は
異
例
の
時

代
に
、
士
幌
高
原
道
路
未
着
工
部

分
の
建
設
や
、
道
民
の
森
民
活
事

業
、
白
老
ダ
ム
、
ト
マ
ム
ダ
ム
、
松

倉
ダ
ム
の
建
設
中
止
な
ど
、
12
月

ま
で
に
９
事
業
を
指
定
し
た
。国

の
事
業
で
あ
る
千
歳
川
放
水
路
問

題
も「
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
対
応
さ

れ
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
」
と
発

言
し
、
２
年
後
に
国
は
計
画
の
中

止
を
発
表
し
た
。「
時
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
」は
97
年
の「
新
語
・
流
行
語

ト
ッ
プ
テ
ン
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。

実
は
、
こ
の
言
葉
の
発
案
者
は「
北

の
国
か
ら
」で
知
ら
れ
る
脚
本
家
の

倉
本
聰
氏
だ
っ
た
と
い
う
。

衝
撃
の
拓
銀
破
綻
な
ど

　

97
年
11
月
17
日
、
北
海
道
拓
殖

銀
行
が
破
綻
し
た
。そ
う
し
た
危

惧
は
報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、そ
の
影

響
は
大
き
か
っ
た
。金
融
関
係
は

国
が
対
応
し
て
い
た
の
で
、
道
庁

は
、
地
崎
建
設
や
丸
井
今
井
デ
パ

ー
ト
な
ど
、
影
響
を
被
る
道
内
企

業
の
救
済
に
全
力
を
挙
げ
た
。

　

98
年
は
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
エ
ア
・
ド
ゥ

へ
の
財
政
支
援
を
表
明
。12
月
に
エ

ア
・
ド
ゥ
が
就
航
し
、
新
千
歳
│

羽
田
間
が
大
手
３
社
よ
り
36
％
も

安
い
片
道
１
６
０
０
０
円
（
大
手

は
同
２
５
０
０
０
円
）
だ
っ
た
。２

０
０
０
年
に
経
営
危
機
で
道
は
10

億
円
、
01
年
に
は
20
億
円
の
融
資

を
行
う
が
、
02
年
に
経
営
破
綻
す

る
。し
か
し
、
民
事
再
生
法
が
適
用

に
な
り
、
全
日
空
の
傘
下
で
再
出

発
し
現
在
に
至
る
。既
存
の
枠
組

み
へ
の
挑
戦
を
応
援
す
る
こ
と
は

自
主
・
自
立
を
目
指
す
北
海
道
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
だ
と
い
ま
も

考
え
て
い
る
。

　

負
の
遺
産
と
い
わ
れ
た
「
苫
小

牧
東
部
開
発
計
画（
苫
東
）」は
、分

譲
面
積
を
４
分
の
１
に
縮
小
し
た

新
会
社「
苫
東
」の
設
立
で
知
事
と

開
発
庁
長
官
で
合
意
に
こ
ぎ
つ
け

た
。

21
世
紀
へ「
試
さ
れ
る
大
地
」

　

こ
の
年
、
厳
し
い
経
済
環
境
の

中
で
募
集
し
、
６
万
件
の
応
募
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
、
21
世
紀
に
向

け
た
道
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

「
試
さ
れ
る
大
地
」だ
。当
時
、堀
知

事
は「
試
さ
れ
る
」の
意
味
を
聞
か

れ
、
プ
ラ
ス
思
考
で「
自
ら
問
い
か

け
る
」
と
か
「
世
に
問
う
」
と
い
う

意
味
だ
と
答
え
て
い
る
。

　

99
年
に
は「
官
製
談
合
」問
題
が

発
覚
し
た
。上
川
管
内
の
農
業
土

木
工
事
が
公
正
取
引
委
員
会
か

ら
立
ち
入
り
検
査
を
受
け
た
。当

時
は
、
入
札
前
に
本
命
業
者
を
決

め
る「
官
製
談
合
」が
常
態
化
し
て

い
た
が
、
翌
年「
ラ
ン
ダ
ム
カ
ッ
ト

方
式
」を
導
入
。入
札
参
加
制
度
の

改
善
を
図
り
、
再
発
防
止
の
徹
底

に
取
り
組
ん
だ
。

核
抜
き
条
例
制
定

　

１
９
９
６
年
に
北
電
が
泊
３

号
機
の
増
設
に
向
け
て
地
元
に

「
環
境
影
響
評
価
」実
施
の
申
し
入

れ
を
お
こ
な
っ
た
。98
年
に
は
環
境

影
響
評
価
の
結
果
を
国
と
道
に
提

出
、
泊
村
、
神
恵
内
村
、
岩
内
町
、

共
和
町
の
地
元
４
町
村
に
立
地
を

申
し
入
れ
た
。99
年
か
ら
３
号
機

増
設
計
画
の
第
１
次
公
開
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、
道
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
委
員
会
が
賛
否
双

方
の
意
見
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書

を
提
出
し
た
。

　

道
は
、化
石
燃
料
の
環
境
へ
の
負

荷
や
、
原
発
の
核
燃
料
の
処
分
の

難
し
さ
や
危
険
性
を
考
慮
し
、
こ

れ
ら
を
過
渡
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
位

置
づ
け
、
持
続
可
能
で
環
境
に
優

し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
利

用
促
進
を
目
的
に
、
２
０
０
０
年

に「
北
海
道
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
促
進
条
例
」を
策
定
。01

年
１
月
１
日
か
ら
施
行
し
た
。泊

３
号
機
は
過
渡
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
と
し
て
増
設
に
同
意
し
た
。

　

２
０
０
０
年
に
は
幌
延
「
深
地

層
研
究
所
」の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
、核
抜
き
条
例
を
制
定
し
、道
内

へ
の
核
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
を「
受

け
入
れ
難
い
」
と
宣
言
す
る
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。

　

00
年
３
月
28
日
に
有
珠
山
噴
火

の
可
能
性
が
高
ま
り
周
辺
住
民
１

万
人
に
避
難
指
示
。同
31
日
に
噴

火
し
た
が
、「
け
が
人
も
な
く
整
然

と
避
難
し
、
日
本
の
災
害
対
策
の

模
範
に
な
る
」と
、雲
仙
・
普
賢
岳

の
噴
火
で
被
災
し
た
島
原
市
長
か

ら
評
価
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
は

35
年
開
通
の
計
画
だ
っ
た
が
、
冬

季
五
輪
に
合
わ
せ
て
30
年
に
前
倒

し
し
た
。道
民
の
悲
願
だ
け
に
道

が
先
頭
に
立
っ
て
早
期
開
通
の
機

運
を
高
め
て
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
歩
前
へ 

き
っ
と
何
か
が
始
ま
る

　

都
道
府
県
は
、
国
と
市
町
村
の

「
中
二
階
」
と
い
う
行
政
の
仕
組
み

か
ら
、
財
政
状
況
が
厳
し
く
て
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
が
打
て
な

い
事
情
が
あ
る
。だ
が
、
そ
れ
ほ
ど

お
金
を
か
け
ず
に
、
や
る
気
と
知

恵
が
あ
れ
ば
、道
民
や
メ
デ
ィ
ア
も

巻
き
込
み
な
が
ら
、
大
き
な
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
だ
と
思
う
。時
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
や
北
海
道
遺
産
、
支
庁
の

独
自
事
業
の
取
り
組
み
は
そ
の
典

型
だ
っ
た
。

　

い
ま
道
庁
に
必
要
な
こ
と
は
ト

ッ
プ
を
先
頭
に
道
職
員
が「
一
歩
前

に
出
る
勇
気
」
で
は
な
い
か
。そ
う

す
れ
ば
「
き
っ
と
何
か
が
始
ま
る
」

と
考
え
て
い
る
。（
文
責
・
編
集
部
）

いま道庁は何をすべきか語る堀達也元北海道知事



（４）
　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
は
25
春
闘

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
２
月
20
日
に
発
表
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
の
賃
上
げ
（
定

昇
含
む
）
を
予
定
す
る
企
業
は

82
・
２
％
で
、
同
社
が
調
査
を
始

め
た
16
年
度
以
降
最
高
を
更
新
す

る
見
込
み
だ
と
い
う
。

　

連
合
は
、全
体
で「
５
％
以
上
」、

中
小
企
業
は「
６
％
以
上
」の
賃
上

げ
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、ア
ン
ケ

ー
ト
で
中
小
企
業
で
賃
上
げ
を

「
６
％
以
上
」
と
回
答
し
た
の
は

９
・
１
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。最

多
は
「
３
％
以
上
４
％
未
満
」
の

29
・
０
％
、
次
い
で「
５
％
以
上
６

％
未
満
」の
27
・
１
％
だ
っ
た
。

　

賃
上
げ
原
資
に
限
り
が
あ
る
企

業
が
若
年
層
の
賃
上
げ
を
重
視
す

る
場
合
、
中
高
年
層
の
賃
金
抑
制

に
つ
な
が
る
企
業
も
あ
る
が
、中
小

企
業
で
は「
30
代
」が
27
・
０
％
と

高
く
、経
験
を
積
み
、戦
力
と
し
て

実
力
を
発
揮
し
て
い
る
年
代
の
賃

上
げ
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
傾
向

が
見
ら
れ
た
。

　

賃
上
げ
以
外
で
の
従
業
員
へ
の

還
元
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
所
定

労
働
日
数
・
時
間
の
短
縮
」で
、
中

小
企
業
が
35
・
８
％
、
大
企
業
で

27
・
３
％
あ
っ
た
。賃
上
げ
原
資
の

捻
出
が
難
し
い
中
小
企
業
は
、
稼

働
時
間
の
削
減
で
還
元
を
行
う
ケ

ー
ス
が
多
い
よ
う
だ
。

　

賃
上
げ
を
す
る
一
番
の
理
由
は
、

大
企
業
も
中
小
企
業
も
従
業
員
の

離
職
防
止
で
、
二
番
目
は
大
企
業

が
新
規
採
用
を
円
滑
に
す
る
た

め
、中
小
企
業
は
物
価
高
へ
の
対
応

と
し
て
い
る
。

　

賃
上
げ
を
す
る
会
社
に
、
ど
の

程
度
の
価
格
転
嫁
が
で
き
て
い
る

か
を
聞
く
と
、
最
多
は「
１
割
」で

26
・
６
％
、
次
が「
価
格
転
嫁
で
き

て
い
な
い
」の
17
・
４
％
、
そ
の
次

が「
５
割
」で
13
・
１
％
だ
っ
た
。

　

中
小
企
業
で
は
、
賃
上
げ
原
資

の
捻
出
に
疲
弊
し
、
自
助
努
力
で

は
限
界
を
感
じ
る
企
業
も
あ
り
、

適
切
な
価
格
転
嫁
に
対
す
る
取
引

先
の
理
解
と
行
政
の
指
導
・
管
理

が
求
め
ら
れ
る
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
調
査　

25
年
度
賃
上
げ
ど
う
な
る

中
小
企
業
で
６
％
以
上
の
賃
上
げ
は
９
・
１
％
こ
の
タ
コ
と
叱
責
さ
れ
て
シ
ョ

ゲ
る
イ
カ

ア
メ
リ
カ
の
白
人
み
ん
な
移

民
だ
ろ

あ
と
４
年
生
き
て
ト
ラ
ン
プ

見
と
ど
け
る

「
肉
じ
ゃ
が
け
？
」「
ミ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ガ
ー
て
言
う
た
ん
や
」

混
浴
は
そ
う
い
う
意
味
か
俺

と
猿

う
わ
コ
イ
ツ
い
る
っ
て
こ
と
は

こ
こ
地
獄

落
ち
武
者
の
よ
う
に
風
呂
か

ら
出
る
女
房

父
と
な
る
息
子
口
数
す
こ
し

増
え

豆
知
識
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
つ
ぶ

あ
ん
よ

睡
魔
対
尿
意
戦
う
午
前
四
時

故
障
し
て
オ
レ
の
修
理
が
ト

ド
メ
刺
し

セ
ル
フ
レ
ジ
お
前
少
し
は
黙

っ
て
ろ

な
ん
で
だ
ろ
便
利
だ
け
れ
ど

生
き
に
く
い

「
解
決
金
」
妻
に
９
千
円
払

う　

 

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）


